浄念寺蔵『珂碩上人伝記』に見える奇瑞譚　―下巻を中心に― by 飯野 朋美
一はじめに
『珂碩上人伝記』 は、新潟県村上市の快楽山浄念寺に伝わる書物である。本書は既に『浄真寺仏像修理報告書』に翻刻がそなわる。稿者は前稿において、 『珂碩上人伝記』中巻所収の奇瑞譚を紹介し、
































































借りた。生活は苦しかった。十四歳の娘が病気にかかったが、医療行為は役に立たなかった。母親は修験者に、娘の病気は先祖の祟りだと言われた。娘を駕籠で珂碩のもとへ連れて行くと、娘に和泉式部の塚の神が憑依して、仏を信じ、念仏を唱えるように 口ばしった。施餓鬼法要を執 行い 念仏を一万遍唱え、十念を授けられ、娘は本服した。奥山家ではその後も念仏を続け、家業は栄え 富貴となった。奥山家は智証大師の真筆の掛絵を に寄進した。これは浄眞寺の宝物となった。 （十念の利益、宝物の由来）10　
勢州山田の鈴木弥三郎は隣家の娘と野合した。弥三郎は娘に告げ

































と同様の 型で、神 （もしくは霊） が生きているものに憑依し、口ばしらせて弔いを願うというものである。９では塚 神の求めに応じて弔いを済ませ、珂碩が十念を授けると娘は回復し、周囲の者は珂碩の法力に感じ入る。十念 利益 ともに珂碩の法力の素晴らしさ 称揚している。
10は、山田の娘が弥三郎の女房に憑依し、弥三郎の不実な行いを口












た宝物が多くある。４の「芝枯の名号」は不思議な宝物で、虫干しの際、 芝の上に広げると文字通りに芝が枯 ると紹介さ てい 「十三間」と具体的な大きさが示されている。この「芝枯の名号」は、 『九品山縁起』
（文化九年〈一八一二〉跋刊）の「宝物目録」の冒頭に「芝枯


















際、 「如何にせんゆくへき たもおもふへす親に先 つ道を知らねば」という和歌を詠むが、 『十訓抄』
十ノ十四では「いかにせむいくべき




























































拙稿「 『名号威徳物語』解題・翻刻」 （ 『書物・出版と社会変容』第一
八号、二〇一五年）参照。
（５）
　
国会図書館蔵本（二二九―一二四）による。
（６）
　『新編日本古典文学全集五一
　
十訓抄』 （小学館、一九九七年）所収。
（７）
　『新編日本古典文学全集五二
　
沙石集』 （小学館、二〇〇一年）所収。
（８）
　『新日本古典文学大系四二
　
宇治拾遺物語
　
古本説話集』 （岩波書店、
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一九九〇年）所収。
（９）
　『新日本古典文学大系四〇
　
宝物集
　
閑居友
　
比良山古人霊託』 （岩波
書店、 三
（
10）　『新日本古典文学大系七
　
拾遺和歌集』 （岩波書店、一九九〇年） 所収。
（
11）　『新潮日本古典集成七
　
無名草子』 （新潮社、一九七六年）所収。
付記　
貴重な資料の閲覧と撮影をご快諾くださった、快楽山浄念寺のご住職、井口
信道上人と、九品山浄眞寺のご住職、清水英碩上人に、心より御礼申し上げる。
162

